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こ
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般
管
理
費
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レ
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受
信

料
の
台
数
は
。
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車
４
台
、
携
帯
５
台
で
あ
る
。

Q

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
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ホ
ー
ム
（
八
色
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）
組
合
負
担
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増
の
理
由
は
。
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八
色
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
稼

働
率
低
下
や
人
件
費
増
加
で
経
営

が
悪
化
。
基
金
頼
り
の
運
営
も
、

底
を
つ
く
見
込
み
。
経
営
安
定
化

の
た
め
、
３
市
町
（
魚
沼
市
・
南

魚
沼
市
、
湯
沢
町
）
に
追
加
支
援

の
要
望
が
あ
り
、
予
算
計
上
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
補
助
が
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要
な

経
営
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況
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柵
の
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崩
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防
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あ
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。

A

ト
ン
ネ
ル
片
側
側
面
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
設
置
。
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歳入歳出それぞれ2億9,944万4千円を追加
予算総額97億1,764万1千円に

主　な　歳　入
国庫支出金 　地域生活支援事業� 165万4千円増
財 産 収 入 　土地貸付収入� 533万7千円増
寄　附　金 　ふるさと納税� 1億5,000万 円増
繰　入　金 　財政調整基金繰入金� 3億2,681万7千円減

湯沢心のふるさと基金繰入金� 4,500万 円　
繰　越　金 � 3億7,075万1千円増
新潟県後期高齢者医療広域連合負担金精算金 � 538万9千円　
町　　　債 　広域ごみ処理施設建設事業� 2,320万 円増

消防車両整備事業� 730万 円増
全国瞬時警報システム整備事業� 260万 円　

主　な　歳　出
総　務　費 　一般管理費：テレビ受信料� 107万7千円増

財産管理費：基金管理費� 1億5,200万 円増
企画振興費：湯沢心のふるさと基金事業� 6,588万1千円増

民　生　費 　社会福祉総務費：国・県支出金精算返還金� 457万3千円増
障がい者福祉システム改修� 269万5千円　
老人福祉費：魚沼地域特別養護老人ホーム組合負担金� 360万 円増

労　働　費 　労働諸費：資格取得支援事業補助金� 100万 円増
農林水産費 　水産業振興費：湯沢フィッシングパーク修繕・再建築費� 4,400万 円増
商　工　費 　観光施設費：大源太川第1号砂防堰堤仮排水トンネル照明設備� 100万 円増
消　防　費 　災害対策費：全国瞬時警報システム整備改修� 264万 円　
災害復旧費 　その他施設災害復旧費� 520万 円増

雪崩予防柵
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